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の
こ
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まちの元気応援マガジン　広報おまえざき



行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み 

　
～
未
来
を
担
う
世
代
の
た
め
に
～

平成24年度削減効果額
　　　約２億5,400万円

行
政
改
革
の
推
進

　
市
税
や
原
子
力
関
連
の
交

付
金
の
減
収
、
公
共
施
設
の

維
持
管
理
費
の
増
加
な
ど

で
、
市
の
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
今
後
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
に
平
成
24
年
度
か
ら
４
年

間
に
実
行
す
る「
第
２
次
行

政
改
革
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
事
務
事
業
の
整

理
合
理
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
市
民
と
の
協
働
の

推
進
な
ど
、
48
項
目
の
行
動

計
画
を
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
取
り
組
み

　
昨
年
度
は
、
予
算
や
人
員

の
削
減
・
縮
小
と
い
っ
た
取

り
組
み
に
加
え
、
税
金
な
ど

の
収
納
率
の
向
上
な
ど
歳
入

の
確
保
に
も
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
主
な
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
補
助
金
の
適
正
化

　
平
成
23
年
度
か
ら
の
2
年

間
、
行
政
改
革
推
進
委
員

（
行
革
委
員
）
に
よ
る
補
助

金
審
査
判
定
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
審
査
し
た
96
件
の
う

ち
、
再
検
討
・
縮
小
・
廃
止

と
判
定
さ
れ
た
54
件
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
判
定
評
価

を
も
と
に
見
直
し
、
次
年
度

予
算
に
反
映
し
ま
し
た
。
行

革
委
員
か
ら
今
後
の
補
助
金

制
度
の
在
り
方
を
ま
と
め
た

提
言
書
が
提
出
さ
れ
た
。

◇
適
正
な
定
員
管
理

　
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る

た
め
、
課
・
室
・
係
の
統
廃

合
を
実
施
し
、
管
理
職
の
削

減
や
適
正
な
人
員
配
置
に
努

め
ま
し
た
。
今
後
も
多
様
な

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

組
織
体
制
の
構
築
や
、
職
員

の
定
員
管
理
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

取組目標 平成 23年度
決算額

平成 24年度
決算額

平成 24年度
効果額

平成 27年度
目標値

１　人件費の削減 28億 9,400万円 28億 1,900万円 7,500万円減 7,300万円減

２　物件費の抑制 26億 5,700万円 25億 300万円 1億 5,400万円減 2億 7,500万円減

３　公債費の抑制 6億 3,400万円 6億 400万円 3,000万円減 6,900万円減

４　補助金の見直し・抑制 3億 7,400万円 3億 7,900万円 500万円増
（運営費補助3,000万円減） 3,400万円減

５　収納率の向上 95.1％ 95.3％ 0.2％増 98.5％

公債費の抑制　3,000万円減
　新規借り入れの抑制および、繰上償還の実施に
　より減額

物件費の削減　１億 5,400万円減
　ＣＡＴＶ施設管理運営業務などの委託料
　臨時職員賃金、消耗品など需用費の減額

人件費の削減　7,500万円減
　議員報酬および特別職給与などの減額
　一般行政職員数削減（７人減）

補助金の見直し・抑制　500万円増
　避難地避難施設整備費補助金などの特殊な要因
　により増額
※各団体への運営費補助金については 3,000万円減

物件費
　１億 5,400万円減

人件費
　7,500万円減 効

果
額
の
内
訳

▪平成 24年度の効果と平成 27年度までの目標値

補助金 500万円増
公債費
　3,000万円減
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昨
年
度
取
り
組
ん
だ
48
項
目
の
行

動
計
画
の
取
り
組
み
状
況
を
、
本
年

８
月
に
行
革
委
員
へ
報
告
し
ま
し

た
。
各
取
り
組
み
に
対
す
る
検
証
が

行
わ
れ
、進
捗
や
取
り
組
み
に
対
し
、

市
民
目
線
に
よ
る
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
行
革
委
員
か
ら
の
意
見
を
反
映
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革

を
推
進
し
、
今
ま
で
以
上
に
効
率
的

な
行
政
経
営
を
行
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
方
針

◇
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

・
補
助
の
終
期
設
定

　
　
各
種
団
体
の
運
営
を
対
象
と
す

る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
既
存
団

体
、
新
規
団
体
と
も
に
補
助
の
目

的
の
達
成
の
た
め
に
必
要
な
期
間

を
設
定
し
、
補
助
の
効
果
の
検
証

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
評
価・
審
査
す
る
し
く
み
の
見
直
し

　
　
補
助
金
の
交
付
基
準
を
明
確
に

し
、
中
立
的
立
場
か
ら
定
期
的
に

評
価
や
、
審
査
す
る
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
利
用
者
負
担
の
適
正
化

・
使
用
料・
手
数
料
の
見
直
し

　
　
使
用
料
・
手
数
料
基
本
指
針
を

策
定
し
、
公
平
性
の
確
保
と
利
用

者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
公
共

施
設
の
使
用
料
や
証
明
書
な
ど
の

手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◇
歳
入
の
確
保

・
公
有
財
産
の
処
分

　
　
売
却
可
能
な
財
産（
土
地
な
ど
）

を
売
り
払
い
、
財
源
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

・
広
告
収
入
の
確
保

　
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広

告
や
印
刷
物
、
物
品
な
ど
へ
の
広

告
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
入

確
保
に
努
め
ま
す
。
　

◇
行
財
政
運
営
の
効
率
化

・
財
務
書
類
の
活
用

　
　
企
業
的
会
計
方
式
に
よ
る
財
務

書
類
を
作
成
し
、
保
有
資
産
の
状

況
や
将
来
に
わ
た
る
負
債
の
状
況

を
把
握
し
、
健
全
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
。

未
来
を
担
う
世
代
の
た
め
に

　
現
代
で
生
活
し
て
い
る
我
々
の
世

代
ば
か
り
で
な
く
、
10
年
後
、
20
年

後
の
未
来
を
担
う
世
代
の
た
め
に

は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ

も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中

長
期
に
わ
た
り
健
全
な
財
政
を
維
持

す
る
な
ど
、
行
政
改
革
を
継
続
的
に

推
進
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「行革＝行政改革」
とは、行政をコンパクトにし、より少
ない税金投入でより大きな効果をあげ
る取り組みを推進するなど、市民の生
活をしっかりと守りながら、市の活力
を高めていくことです。私たちが安心
して暮らせる御前崎市を目指すために
大切な取り組みなのです。

人口
の
増加

保健
福祉

の充
実

安心・安全の
まちづくり

雇用の
安定

安心の子育て

行政
改革

非効率な
行政サービス

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

多くの公共資産

肥大化した組織

高齢化社会医療費など社会保障費が大幅に増加
少子化・人口減少社会

税収の

大幅な減少
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増田まつさんの長寿を祝う
　10月５日に100歳の誕生日を迎えた増田まつさ
ん（御前崎）を10月３日、石原市長が訪ね、祝い状
や花束を贈り長寿を祝いました。
　市長から祝い状を受け取るとまつさんは「ありが
とうございます」と笑顔で応えていました。

松下なみさんの長寿を祝う
　10月20日に100歳の誕生日を迎えた松下なみさ
ん（池新田）を10月３日、石原市長が訪ね、祝い状
や花束を贈り長寿を祝いました。
　松下さんは「何でも食べることが長生きの秘訣。
みんなのおかげです」と、笑顔で話していました。

下村源一さんに叙勲の栄
　下村源一さん（下岬区）が10月１日、旭日双光章
を受章し、10月28日、石原市長に喜びを報告をし
ました。下村さんは２期８年間御前崎町長を務め、
御前崎港の建設促進など、旧御前崎町の発展のため
尽力しました。

優良工事施工業者に三井組
　市が平成24年度に発注した建設工事を優秀な成
績で完成させた㈱三井組に10月15日、石原市長か
ら表彰状が贈られました。三井組は三年連続の受賞
であり、市長は「他の模範となり、これからも頑張っ
てほしい」と述べました。

宝くじを活用し地域を活性化
　本年度は、本町町内会が万度幕、大太鼓（写真左側）、
女岩区町内会が、太鼓、テント、焼きそば機（写真右側）
などの祭典用品を整備しました。
　（財）自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報

事業として、コミュニティ活動備品の整備などに助成
金を出しています。この事業は、宝くじの収益金の一
部を活用し、地域社会の発展と住民福祉の向上に寄与
しています。
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第５回病院祭を開催
病院内に笑顔が一杯

病院機能評価の認定取得
患者の視点に立った医療で

　平成 25年 4月からの新しい病院機能評価体系の
「一般病院１」「リハビリテーション病院（副機能）」
の２機能種別を同時に受審した結果、県内の病院で
初めて日本医療機能評価機構より認定を受け、10
月 1日に伝達式が行われました。石原市長は「こ
れからも思いやりのある温かな地域医療を実践して
ほしい」と励まし、大橋病院長は「スタッフ一丸と
なって職務に臨みたい」と決意を述べました。

道の駅として登録
観光拠点として期待

　市が建設を進めている農業振興拠点施設が、10
月11日に、静岡県内で22番目、国道150号沿いで
は初となる「道の駅」として登録され、10月31日に、
国土交通省道路局より石原市長に道の駅登録証が授
与されました。
　市長は「市の観光拠点の一つとして、訪れた皆さ
んがまた来たいと思える施設を目指したい』と述べ
ました。

　第 5回病院祭が 10月 26日、市立御前崎総合病
院で開催されました。雨の中、多くの来場者が訪れ、
にぎわいました。
　スタンプラリーや車いすを使ったリハビリ体験、
アロママッサージなど、子どもから大人まで楽しめ
るイベントが盛りだくさんでした。訪れた子どもた
ちは、普段は入れない手術室やMRI 室などを、興
味深く見て回りました。

夢咲牛で名物料理開発
　経済産業省の「地域のじまんづくりプロジェクト」
の一環で、地元の特産品である遠州夢咲牛を使った
レシピ講習会が 10月９日、御前崎保健センターで
開催されました。市内の飲食店やホテル関係者、遠
州夢咲牛の生産者ら約 40人が参加し、提案された
コンビーフやハヤシライスの作り方について試食を
しながら意見交換をしました。今後、検討を重ね本
年度内に第 1弾の料理を完成させる予定です。

新メニューで地域活性化
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01

02

国保加入者の皆さん、特定健診の受け忘れはありませんか？

市制施行１０周年でキャラクター愛称とキャッチフレーズ大募集

問い合わせ　国保健康課　☎０５３７�１１７１

問い合わせ　秘書政策課　☎０５３７�１１６１

あ
な
た
を
守
る
特
定
健
診

　
特
定
健
診
は
、
病
気
の
芽
を

早
い
段
階
で
発
見
し
て
摘
み
取

り
、
生
活
改
善
に
つ
な
ぐ
た
め

の
大
切
な
健
診
で
す
。

年
に
１
度
は
特
定
健
診
を

　
平
成
25
年
度
の
受
診
券
の
有

効
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、

医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特
定

健
診
を
年
１
回
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
12
月

末
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
医
療
機

関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
券
は
対
象
者
に
平
成
25

年
６
月
に
発
送
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
に
は

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
を
受
け

た
場
合
、
特
定
健
診
の
費
用
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

『
お
ト
ク
な
』健
診

　
定
期
的
に
健
診
を
す
る
こ
と

で
、
病
気
を
初
期
段
階
で
治
癒

す
る
こ
と
が
で
き
、
医
療
費
が

安
く
て
す
み
ま
す
。

　
「
異
常
を
発
見
し
て
終
わ
り
」

で
は
な
く
生
活
習
慣
病
の
可
能

性
が
高
い
と
さ
れ
た
場
合
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
か
ら
生
活

習
慣
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
通
常
の
健
診
費
用
は

９
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
特
定

健
診
で
は
千
円
で
受
診
で
き
る

こ
と
も
お
ト
ク
で
す
。

電
話
勧
奨
を
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
40
歳
以
上
の
特
定

健
診
の
対
象
者
で
、
今
年
度
ま

だ
健
診
を
受
け
て
な
い
皆
さ
ん

に
、
電
話
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま

す
。

「
ま
た
今
度
…
」、「
忙
し
い
か

ら
」と
言
わ
ず
に
特
定
健
診
を

受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
の
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
人
は
、
そ
の
結
果

表
を
も
と
に
特
定
健
診
の
判
定

を
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

記
念
事
業
の 

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　
御
前
崎
市
は
平
成
26
年
度
に

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
り
、

先
人
た
ち
の
功
績
に
深
く
感
謝

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

祝
う
と
と
も
に
、
輝
く
未
来
に

向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
市
へ
の
愛
着
や
将

来
へ
の
期
待
を
表
現
す
る
よ
う

な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
ま
す
。（
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
各
10
周
年
記
念

事
業
で
使
用
さ
れ
ま
す
）

応
募
資
格　

　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

賞
金

　
最
優
秀
賞
１
点　
３
万
円

マ
ス
コ
ッ
ト 

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称

　

御
前
崎
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、
市
に
ゆ
か

り
の
深
い「
波
小
僧
」を
モ
チ
ー

フ
に
男
女
ペ
ア
で
作
成
し
ま
す

（
デ
ザ
イ
ン
は
現
在
作
成
中
）。

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
い
つ
ま
で

も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
名
前

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も

賞
金

　
最
優
秀
賞　
男
女
各
３
万
円 ▲キャラクターイメージ

波小僧

応
募
方
法

応
募
用
紙
は
御
前
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

ま
た
は
、
秘
書
政
策
課
、
御
前
崎
支
所
、
図
書
館
ア
ス
パ
ル
、

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
所
定

の
投と
う

函か
ん

箱
へ
投
函
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
秘
書
政
策
課

へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　
12
月
20
日
㈮

※
詳
細
は
御
前
崎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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03 市税などの納期限内納付のお願いと延滞金の割合改正について
問い合わせ　税　務　課（市税・国民健康保険税）☎０５３７�１１１４

市
税
な
ど
の
納
期
内
納
付
を

　
市
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金

な
ど（
市
税
・
国
民
健
康
保
険

税・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料・

介
護
保
険
料
）に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
納
期
限
が
あ
り
、
こ
の
納
期

限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
発
生

し
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
納
期
限
か
ら
、

納
め
た
日
ま
で
の
期
間
に
よ
っ

て
、
本
税（
料
）の
額
を
基
に
割

合
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。（
延

滞
金
が
千
円
未
満
は
全
額
切
り

捨
て
、
千
円
以
上
は
１
０
０
円

未
満
を
切
り
捨
て
ま
す
）

　
ま
た
、
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

20
日
以
内
に
市
か
ら
督
促
状
が

発
送
さ
れ
ま
す
。
特
に
口
座
振

替
の
場
合
に
は「
引
き
落
と
さ

れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ

督
促
状
が
送
ら
れ
て
く
る
の
」

と
思
わ
れ
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

必
ず
納
期
限
を
確
認
の
う

え
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、
引

き
落
と
し
日
の
２
～
３
日
前
に

は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
現
金
で
納
め
る
場
合
も
、

必
ず
納
期
限
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　
延
滞
金
の
支
払
い
や
、
督
促

状
の
発
送
事
務
は
、
皆
さ
ん
や

市
に
と
っ
て
余
分
な
支
払
い

（
経
費
）と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

平
成
26
年
1
月
か
ら
延
滞

金
割
合
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
延
滞
金
の
割
合
に
つ
い
て
、

平
成
25
年
度
税
制
改
正
に
よ

り
、
現
行
で
は
14
・
６
㌫
の
延

滞
金
の
割
合
に
特
例
を
創
設
す

る
な
ど
、
国
税
の
割
合
の
見
直

し
に
合
わ
せ
、
市
で
も
平
成
26

年
１
月
１
日
以
後
の
延
滞
金
の

割
合
を
次
の
表
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。

※
本
年
4
月
か
ら
７
月
に
送
付

し
た
、
税
額
決
定
通
知
書
や

納
付
書
裏
面
の「
延
滞
金
」説

明
欄
に
は
現
行
の
割
合
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
1
月
１
日
以
降
は
改
正
後

の
割
合
と
な
り
ま
す
。

充当

現　　行
本　則 特　例

延　滞　金 14.6％ －
納期限後

１カ月以内など※ 7.3％ 4.3％

還付加算金 7.3％ 4.3％
○特例…割合は当分の間、特例を適用するもの
とし、「基準割引率＋ 4.0％」
※市税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
は１カ月以内、介護保険料は 3カ月以内

改　　正　　後
本　則 特例の見直し 参　考

14.6％ 特例基準割合＋ 7.3％ 9.3％

7.3％ 特例基準割合＋ 1.0％ 3.0％

7.3％ 特例基準割合 2.0％

○特例の見直し…割合は当分の間、特例を適用
するものとし、「特例基準割合にそれぞれの
率を加算」
○特例基準割合…財務大臣が告示する割合（国
内銀行の貸出約定平均金利の前々年の 10月
～前年の 9月の平均に 1.0%を加算した割合。
○参考…貸出約定平均金利の年平均が 1.0%（特
例基準割合が 2.0%）とした場合の延滞金

延滞金の改正内容

※事業不振、生活困窮などで納税が困難な状況にある人、納付期限内に納めることが困難な人は、早めにご相談
ください。日頃、忙しくて来庁できない人のために、毎週火曜日（祝祭日、閉庁日を除く）、午後８時まで窓口
業務を行っていますのでご利用ください。　　　　【問い合わせ】　税務課収納推進室　☎０５３７�１１７４

市税は、教育・福祉・防災・社会資本整備など私たちが安心して健康な暮らしをするために、
重要な役割を持っています。市では税の公平性の観点から、市税の適正な徴収に努めています。

11 月・12月は市税の滞納整理強化月間です

督
促
状
の
送
付

督
促
手
数
料
１
０
０
円

と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

財
産
調
査

財
産（
給
与
、
預
貯
金
、

不
動
産
、
動
産
な
ど
）を

調
査
し
ま
す
。

滞
納
処
分

調
査
で
把
握
し
た
財
産
を
差
し
押

え
、
換
価
す
る
こ
と
で
、
滞
納
し
て

い
る
市
税
や
県
税
へ
充
当
し
ま
す
。 完　　納

催
告
書
の
送
付

延
滞
金
が
増
加
し
ま
す
。

（
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１

カ
月
ま
で
は
年
利
４・
３

㌫
、
そ
れ
以
降
は
14
・

６
㌫
）※
現
行
の
割
合

納付納付

納
税
通
知
書
の
発
送

➡
納
税
さ
れ
な
け
れ
ば

口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
税
な
ど
の
納
付
は
、
指
定
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
付
が
で
き
る
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
市
税
と
国
民
健
康

保
険
税
の
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

高齢者支援課（介護保険料）　　　     ☎０５３７�１１１８
国保健康課（後期高齢者医療保険料）☎０５３７�１１７１

➡
納
税
さ
れ
な
け
れ
ば

➡
納
税
さ
れ
な
け
れ
ば

➡
納
税
さ
れ
な
け
れ
ば 納付

改　　　正

納付

（平成26年１月１日以降）
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　市内の小学生を対象に静岡県巡回劇場が行われまし
た。今回は琴、三味線、邦楽パーカッション（打楽器）
によるコンサートが行われました。途中、聴くだけで
はなく体験コーナーもあり、舞台に上がった子どもた
ちは奏者の指示にあわせて演奏を行い、元気な音を響
かせていました。

日本の音色を間近で体験！

◀楽しそうに太鼓をたたく子どもたち

10/9

　一歳前後の子どもの健康長寿を願う神ころがしが、
駒形神社で行われました。神ころがしは裃

かみしも
を着た氏子

総代が子どもを抱き、「大きくなあれえんやっと」「賢く
なあれえんやっと」などと声を掛け、子どもの健やか
な成長を願います。子どもが泣くほど良いとされ、今
年は15人の子どもが参加しました。

子の成長を祈り神ころがし

◀元気な泣き声に笑顔がこぼれました

10/13

　アース・キッズのセレモニーが行われ、御前崎小学
校4年生が参加しました。夏休み期間中、それぞれが
考えたエコ活動に取り組みながら、地球温暖化防止に
ついて学んできました。活動に取り組んだ全員に「エ
コリーダー認定証」を手渡し、リーダーとして、学ん
だことを広めてもらうように働きかけました。

僕らが新しいエコリーダー

◀エコリーダーとしてやる気十分

10/21

　二人三脚リレーや長縄飛び、綱引きなど、市民がス
ポーツを通じて地域の交流を深めるため、第10回御
前崎市民体育大会が開催されました。秋晴れのもと、
各地区から集まった選手たちは、力を合わせて地区の
優勝目指して頑張りました。
優勝：白羽　準優勝：池新田　３位：佐倉

見せろ！我が地区の団結力

◀息を合わせて全力疾走

10/27
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まちかど探訪
-Event of omaezaki-

　市内の各幼稚園・保育園で運動会が開催されました。
　天候が心配された運動会当日でしたが、園児たちの
元気な掛け声に雨雲も吹き飛び、夏を思わせるような
日差しの中、各園特色ある運動会となりました。竹馬
やダンス、リレーなど、園児たちが毎日練習してきた
成果を、応援に来た家族の前で披露しました。

園児たちが練習の成果を披露

◀元気いっぱいのダンスを見せる園児たち

10/5

　新野地区で今年も、｢新野カカシ祭り」が10月７日か
ら10月18日まで開催されました。
　手作りの案

か
山
か

子
し

45体が出展され、市内外からあま
ちゃんなどの話題をテーマにしたユニークな作品が来
場者を楽しませました。来場者による審査を行い、13
日に表彰式が行われました。　最優秀賞：北こども園

ユニークなかかしが勢ぞろい

◀話題のキャラクターが勢ぞろい

10/9

　七ツ山砂地観光農園で農園まつりが行われ、オー
ナーやその家族約350人がサツマイモを収穫しまし
た。当日はあいにくの空模様でしたが、子ども連れ
の家族が多く参加し、「こんなに大きなのがとれたよ。
こっちにも大きいのがあるよ」と、あちらこちらで子
どもたちによる大きさ品評会も開催されていました。

でっかいおいもみ～つけた !

◀サツマイモを掘り起こす参加者たち

10/19

　手話サークル太陽の会御前崎例会で創立30周年記
念事業が開催されました。昭和58年に「浜岡手話の会
はまゆう」が発足してから30周年を迎え、タップのリ
ズムを振動でろうあ者へ伝える「下駄ップ」や、手話劇

「ももたろう」、音楽物語「花咲き山」など、手話で表現
される演目に会場は笑顔と拍手であふれていました。

手話を通じて交流続け 30年

◀小笠手話劇愛好会による「ももたろう」

10/27
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照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９

▲新野川北・南遺跡の現状 ( 全景）

▲古墳時代後期の土師器
　「高坏」の脚部

市内新野地区

埋蔵文化財包蔵地

新野川北・南遺跡

　新野川北・南遺跡は昭和45(1970）年に新野川
の改修工事中に遺物が出土したことから、埋蔵文
化財包蔵地として登録されました。
　出土遺物としては、古墳時代から鎌倉時代まで
の土

は
師
じ

器
き

や須
す

恵
え

器
き

、陶器が出土しています。
　古墳時代後期 (6世紀頃）の遺物としては、土師
器の甕

かめ
、高

たか
坏
つき

や須恵器の蓋
ふた

坏
つき

の蓋
ふた

、横
よこ

瓶
べい

、平
ひら

瓶
べい

の
破片が出土しています。写真の高坏は脚が高いこ
とから須恵器の影響と考えられます。
　奈良時代 (8世紀）の遺物としては土師器の甕や
須恵器のつまみ蓋、広台坏身、高坏などが出土し
ています。
　また平安時代 (9世紀頃）の灰

かい
釉
ゆう

陶器や鎌倉時代
(12世紀後半～13世紀）の山茶碗も出土していま
す。新野川周辺の沖積低地に立地しており、かな
り広範囲にわたる遺跡である事から新野地区の基
となる6世紀以降の古代から中世の集落と推定さ
れます。

津
波
検
知
を
迅
速
に
、

　
　
　
　
　
　
そ
し
て
正
確
に

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
内
の
原
子
力

安
全
技
術
研
究
所
で
津
波
監
視
シ
ス

テ
ム
の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
中
部

電
力
は
10
月
10
日
、
三
重
県
尾
鷲
市

沖
で「
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス

テ
ム（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）」を
設
置
し
て

い
る
独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発

機
構（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）と
、
尾

鷲
市
の
三
者
で
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
情
報

を
活
用
す
る
協
定
を
締
結
し
た
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
中
電
が
自
社
の
津
波
監
視
シ
ス
テ

ム
に
機
構
の
観
測
デ
ー
タ
を
加
え
て

精
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

東
南
海
地
震
の
想
定
震
源
域
で
集
め

た
地
震
動
や
海
面
の
高
さ
な
ど
の

デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
ま
す
。
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
紀
伊
半
島
沖
合
約
１
２
５

㌔
ま
で
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
、
南

海
ト
ラ
フ
付
近
の
水
深
１
９
０
０
～

４
３
０
０
㍍
の
海
底
に
20
カ
所
の
観

測
点
が
あ
り
、
津
波
を
検
知
す
る
水

圧
計
や
地
震
計
で
観
測
ユ
ニ
ッ
ト
を

構
成
し
、
検
知
し
た
デ
ー
タ
は
地
上

基
地
局
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
中
電
に
よ
る
と
、
基
地
局
か
ら
浜

岡
原
発
内
ま
で
デ
ー
タ
を
伝
送
す
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
本
年
度
中
に
終

え
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に

は
、
予
測
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
津
波

到
達
時
刻
や
高
さ
な
ど
の
高
精
度
な

分
析
を
誇
る
シ
ス
テ
ム
の
２
０
１
８

年
運
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新野地区の基となった集落跡

新 

野 

川

新野川北遺跡

新野川南遺跡

「津波監視システム」完成イメージ

新野公民館
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気持ちの良いあいさつを全校に

『ようちえんだいすき』笑顔いっぱい　しろわっ子

白羽小学校６年

今
いま

村
むら

優
ゆう

奈
な

 さん

　私たちの学校では、運営委
員会を中心にあいさつに力を
入れています。私は、運営委
員になり、「先取りあいさつ」
と「えしゃくであいさつ」を広
めようと頑張っています。　
　「先取りあいさつ」とは、相
手よりも先にあいさつをする
ことです。また、「えしゃくで
あいさつ」とは、軽くおじぎ
をしながらあいさつをするこ
とです。どちらのあいさつ
も、お互いに良い気分になれ
ます。それらのあいさつを広
めるため、運営委員が朝早く
来て門の前に立ってあいさつ

をしています。
　また、下級生にも広めよう
と工夫もしています。まず、
朝の時間に、運営委員が分担
してそれぞれの教室に行き、
良いあいさつのお手本を見せ
たり、練習をしたりしました。
　そして、毎朝、各教室をあ
いさつして回り、上手にあい
さつできた人を昼の放送で紹
介しています。
　私たちの活動によって、白
羽小学校の児童のあいさつ
は、誰が見てもすばらしいと
思われるようにしていきたい
です。

　「おはよう」と登園するが早
いか、園庭に飛び出してきた
数人の年長さん。一目散に向
かって手にしたものは、苦労
して乗れるようになった竹
馬。「みて、みて」の声に足元
を見ると、竹馬の向きを反対
にし、わずか数センチの足場
につま先を乗せて歩けるよう
になったことを自慢気に見せ
てくれる。
　今度は軽やかな走りで友達
と竹馬追いかけっこ。ひとし
きり走った後は、プラスチッ
ク製の棒を出し、ハードルの

ようにいくつも並べて友達と
一緒に幅を広げたり狭めたり
しては、竹馬でまたぎ越すこ
とにも挑戦。
　いろいろなことができるよ
うになっていく楽しさに、「今
度はどんなふうに遊ぼうか」
と目を輝かせ、心を弾ませて
います。お家の人が手間暇か
けて作ってくれた竹馬に友達
と一緒に挑戦する中で、今
年の秋もまた、“『ようちえん
大好き』笑顔いっぱいのしろ
わっ子”を見つけることがで
きました。

▶市立白羽幼稚園
児童数　73人
園　長　櫻井　ゆき江
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命
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い 

畑
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
て

　
「
今
朝
何
を
食
べ
た
？
」
畑
に

来
た
子
ど
も
た
ち
に
沖
さ
ん
が
よ

く
聞
く
質
問
だ
。
そ
の
質
問
を
通

し
て「
み
ん
な
は
命
あ
る
も
の
を

い
た
だ
い
て
、
そ
の
お
か
げ
で
大

き
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と
伝

え
て
い
る
。

　
沖
さ
ん
が
、
高
松
幼
稚
園
の
農

業
体
験
に
携
わ
り
、
す
で
に
10
年

以
上
が
た
つ
。
当
初
は
、
七
ツ
山

砂
地
観
光
農
園
で
行
っ
て
い
た

が
、
片
道
約
２
㌔
の
道
の
り
が
難

点
だ
っ
た
。
畑
ま
で
の
道
の
り
で

体
力
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、
幼
稚
園
に
近
い

畑
を
借
り
ら
れ
な
い
か
考
え
た
。

園
の
近
く
の
耕
作
放
棄
地
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
、
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
交
付
金
事
業
で
そ
の
耕
作

放
棄
地
を
畑
に
し
、
園
の
近
く
に

畑
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
畑
が
幼
稚
園
の
近
く
に
な
り
、

普
段
で
も
子
ど
も
た
ち
が
様
子
を

見
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
畑
に
よ
く
足
を
運
ぶ
こ
と

で
、
よ
り
作
物
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
」
と
話
す
。
今
は
、
高
松
幼

稚
園
応
援
隊
と
し
て
、
沖
誠
さ
ん

（
塩
原
）、
二
俣
梅
太
郎
さ
ん（
門

屋
）
と
一
緒
に
畑
の
世
話
を
し
て

い
る
。

　
「
街
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
子

ど
も
た
ち
に『
畑
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
』
と
声
を
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ

が
す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
。

　

畑
で
接
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

い
つ
も
畑
の
世
話
を
し
て
く
れ
る

沖
さ
ん
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え

て
い
る
。
沖
さ
ん
が
幼
稚
園
に
行

く
と
膝
に
入
っ
て
く
る
子
も
い

る
。
畑
で
接
し
た
子
ど
も
の
中
に

は
、
中
学
生
に
な
っ
て
も
話
し
を

す
る
子
も
い
る
と
い
う
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
沖
さ
ん
は
、
ま
さ

に「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
な
の
だ
。

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い

　

沖
さ
ん
は
、
幼
稚
園
の
ほ
か
、

門
屋
の
市
民
農
園
な
ど
で
農
業
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
活
動

し
て
い
る
。「
市
民
農
園
に
ま
だ

空
い
た
畑
も
あ
る
の
で
、
こ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
知
ら
な
い
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
の
一
環

で
、
み
そ
や
切
り
干
し
作
り
の
体

験
も
計
画
中
と
の
こ
と
。
沖
さ
ん

の
活
動
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

おき　つぐよし（79・門屋）
「農業は命あるものと付き合うことだと知ってほしい。また、地元の作物に興味
を持ってもらいたい。健康にもいいので、ぜひ地元の作物を食べてほしい」と話す。

み
ん
な
の
畑
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

沖お
き

　
次つ

ぐ
よ
し由 

さ
ん
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市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
及
び
資
源
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設
置
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

補
助
対
象
者

①
自
ら
が
居
住
す
る
又
は
居
住
す
る

予
定
で
、
市
内
の
住
宅
に
設
置
若

し
く
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
を
購
入
す
る
人
（
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
）

②
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
（
同

一
世
帯
に
属
す
る
人
を
含
む
）

③
機
器
を
設
置
す
る
前
に
申
請
書
を

提
出
し
、
補
助
金
交
付
決
定
後
に

設
置
工
事
を
始
め
、
平
成
26
年
３

月
末
日
ま
で
に
機
器
の
設
置
が
完

了
し
、
設
置
完
了
報
告
書
を
提
出

で
き
る
人

※
交
付
の
対
象
ご
と
一
世
帯
に
つ
き

１
回
限
り
で
す
。

申
請
方
法

　
交
付
申
請
書
と
必
要
書
類
を
添
え

て
、
市
役
所
環
境
下
水
道
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
機
器
な
ど
の
設
置
に
係
る
見
積
書

の
写
し
（
内
訳
の
わ
か
る
も
の
）

②
機
器
な
ど
の
設
置
に
係
る
契
約
書

の
写
し

③
機
器
な
ど
の
形
状
、
規
格
な
ど
を

説
明
す
る
資
料
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
）

④
設
置
計
画
図
（
屋
根
の
図
面
）

生
ご
み
処
理
機
器 

 
 

設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
市

民
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
生
ご

み
の
減
量
化
お
よ
び
再
資
源
化
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
し
て
設

置
す
る
人
に
、
購
入
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住

し
て
い
る
人

②
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
人
（
同

一
世
帯
に
属
す
る
人
を
含
む
）

③
処
理
機
器
に
よ
り
堆
肥
化
さ
れ
た

物
を
自
家
処
理
で
き
る
人

④
処
理
機
器
の
臭
い
な
ど
で
他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
管
理
で

き
る
人

申
請
方
法

　
購
入
す
る
前
に
、
交
付
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
環
境
下
水
道

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
購
入
予
定
機
器
の
見
積
書
の
写
し

②
購
入
予
定
機
器
の
カ
タ
ロ
グ

購
入
の
際
の
注
意
事
項

①
な
る
べ
く
市
内
の
販
売
店
で
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

②
現
金
払
い
に
限
り
ま
す
。

対象機器 補助金の額

太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 太陽電池モジュールの出力１㌗当り３万円とし、12 万円を限度。その額に千円
未満の端数が生じた場合は、これを切り捨て。

太陽熱利用システム・太陽熱
温水器・風力発電機・ヒート
ポンプ型給湯器・潜熱回収型
給湯器・ガスエンジン給湯器

設置に要した費用の２分の１以内で、２万円を限度。
その額に千円未満の端数が生じた場合は、これを切り捨て。

家 庭 用 燃 料 電 池 １基当り 12 万円。
初 年 度 登 録 の 
クリーンエネルギー自動車

電気自動車（EV）、プラグ・イン・ハイブリッド車（PHV）、メタノール自動車、
天然ガス自動車で自家用のものには１台当り４万円。

対象機器 機器の基準 補助額

家
庭
用

電
化
製
品

微生物
分解式

電気を利用して生ごみを分解し、減容または消
滅させる。

購入価格に２分の
１を乗じた額（円未
満切り捨て）2万円
を限度乾燥式 生ごみを加熱・乾燥して、水分を減らして減容

させる。
生ごみ堆肥化

容器
土中の微生物を利用して減量化、堆肥化させる。
容量 100㍑以上、耐用年数 5 年以上。

購入価格に３分の
１を乗じた額（100
円 未 満 切 り 捨 て）
５千円を限度

ぼかし専用
容器

有効微生物群を利用して生ごみを減量化、堆肥
化させる。容量 15㍑以上、耐用年数 5 年以上。▲生ごみ堆肥化容器 ▲乾燥式生ごみ処理機

購入前の補助金申請はお済みですか？
【問い合わせ】環境下水道課　☎０５３７�１１２６

▲クリーンエネルギー自動車

▲ヒートポンプ型給湯器 ▲太陽光発電システム

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
導
入
促
進
補
助
金
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行き先　ハワイ（ホノルル）
料　金　159,000円～299,000円
照　会　
　富士山静岡空港利用促進協議会
　☎０５４（２５２）８１６１

12月３日から９日は 
「障がい者週間」です

　障がいの有無にかかわらずみん
なで支えあう共生社会は、あなた
のちょっとした配慮や工夫から始
まります。この機会に、障がいの
ある人について知り、身近なこと
として考えてみましょう。

募　集 
invite information

「きっかけ運動教室」 
参加者を募集します

　「きっかけ運動教室」の参加者を
募集します。理学療法士が基礎か
ら指導します。運動習慣のきっか
けを身につけたい人、気持ちよく
体を動かしたい人、一緒に楽しく
運動しましょう。
期　間　平成25年12月13日㈮～

平成26年３月７日㈮の毎週金
曜日（※1月3日㈮は除く）

時　間　13時30分～15時30分
場　所　比木体育館
対　象　60歳以上の市民
照会・申込先　
　通所リハビリはまおか
　☎０５３７�８５５３

アマチュア無線技士 
の資格を取得しよう

　総務省の国家資格で認定されて
いる第４級アマチュア無線技士養
成課程講習会を開催します。
日　時　平成26年１月19日㈰、26日

㈰の２日間　８時30分～17時30分
場　所　佐倉公民館
講習会番号　B25－626

費　用　22,750円（小中学生7,750円）
申込期間　平成26年１月10日㈮まで
照会・申込先　日本アマチュア無

線機器工業会静岡県中部榛南地
区担当　増田

　☎ ０２４８�２３９３

試験の前に狩猟免許 
試験予備講習会開催

　狩猟者の育成を図るため、県が
実施する狩猟免許試験に先立ち、
予備講習会を実施します。
日　 時　 平 成26年 １ 月11日 ㈯ 

９時50分～16時
場　所　静岡労政会館 ６階ホール
（静岡市葵区黒金町5－1）

講習内容　法令講義、鳥獣の知識
と判別、模擬銃による点検・分
解、操作、わなの知識と実技

募集人員　300人（先着順）
申込期間　11月１日㈮～29日㈮
費　用　7,000円
　　　　（教材費、弁当代など含む）
照会・申込先　
　（社）静岡県猟友会事務局
　☎ ０５４（２５３）６４２７

家族で門松づくりと 
餅つき体験をしよう

日　時　12月14日㈯10時～15日㈰
14時（１泊２日）

場　所　静岡県立焼津青少年の家
内　容　家族で１組（２個）の門松

づくり、餅つき体験など
対　象　親子、家族
定　員　17家族
費　用
・小学生以上   3,900円
・3歳以上小学生未満   2,900円
・3歳未満   1,100円
※一家族当たり1,700円の門松材

料費が別途かかります。
申込期間　11月１日㈮～30日㈯
照会・申込先　
　静岡県立焼津青少年の家
　☎ ０５４（６２４）４６７５

人　口 34,522（ －17）
男　 17,457（ + 3 ）
女　 17,065（ －20）

世帯数 11,826（ +13）

（平成25年10月末日現在の速報値）

　江戸時代後期から200年近
く続く恒例の「高松神社奉納
相撲」が行われました。
　五穀豊

ほう
穣
じょう

を願い、市内の門
屋、塩原、合戸の3町内会と、
菊川市の河東地区から氏子の
若者や小学生約80人が参加
しました。土俵上での力強い
取り組みに大きな歓声が沸き
ました

　10 月 12、13 日で市内全
域で秋祭りが行われました。
各地区それぞれ趣向を凝らし
た山車が街中を練り歩き、に
ぎやかなお囃子に街がにぎわ
いました。
　私も地元の祭りに参加させ
ていただき、篠笛を一生懸命
吹いているのですが、いまだ
にうまく吹けません。地元の
先輩たちのようなきれいな音
色に近づけるのは何年後にな
ることでしょう。とても楽し
い秋祭りとなりましたが、そ
の間の暴飲暴食で私の体重が
増えたことはご内密に。 Ｙ
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お知らせ 
information

方面隊・自主防災会 
主体の防災訓練実施

　「自助・共助」精神の立ち返り、
地域の想定被害の再確認、減災の
実現を図るため地域防災訓練を実
施します。
　訓練当日は、午前９時に「地震
発生」、9時5分に「大津波警報」の
訓練サイレンが流れます。また、
午前9時に緊急速報メールの訓練
送信が県内一斉に行われます。
※気象警報などにより変更・中止

となる場合もあります。
日　時　12月１日㈰９時開始
照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

地域防災訓練で臨時 
災害 FM を試験放送

　地域防災訓練で、大災害時に開
局する臨時災害 FM 放送局の試
験放送を行います。ラジオは、災
害時に重要な情報源となります。
地域防災訓練でラジオを携帯し、
試験放送を聞きましょう。
日　時　12月１日㈰　午前中
事前放送　11月23～30日８時～17時
場　所　市内全域（試験のため電

波が届かない地域もあります）
照　会　総務課
　☎０５３７�１１３２

「防災講演会」で防災 
意識を高めましょう

　過去の地震を振り返り、一人一
人が巨大地震に対する正しい知識
と防災意識を高めるため防災講演
会を開催します。
講　師　福和伸夫氏（名古屋大学教授）

日　時　12月１日㈰15時
会　場　市文化会館
参加費　無料（事前申込不要）
照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

「税を考える週間」で 
税への理解深めよう

　11月11日㈪～17日㈰は「税を
考える週間」です。この機会に家
庭や職場で税のしくみ、使い道を
考えてみませんか。
　また、期間中は市役所・支所の
ロビーで市内の小学6年生による
税に関する習字とポスターの作品
を掲示します。是非お立ち寄りく
ださい。
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

12月４日から10日は 
人権尊重「人権週間」

　12月4日㈬から10日㈫は「人権
週間」です。御前崎市人権擁護委
員研究会では、街頭啓発活動のほ
か、下記の通り特設人権相談を開
設しますので、人権でお困りの方
はお気軽にご相談ください。
日　時　12月４日㈬13時～15時
場　所　浜岡福祉会館
照　会　市民課
　☎０５３７�１１１７

商工業振興に利子補 
給制度を活用しよう

対象者　市内在住の御前崎市商工
会員で、金融機関から借入期間
が2年以上の融資を受け設備投
資した商工業者

対象設備　平成24年12月１日㈯
～平成25年11月30日㈯に融資
を受けて整備した30万円以上
の設備、または設備近代化資金、
設備貸与制度の対象設備と店舗

対象限度額 5千万円以内
利子補給期間 ５年以内

照　会　商工観光課
　☎０５３７�１１３５
　商工会
　☎０５３７�２１４６

高森町の魅力満載の 
物産展を開催します

　友好都市・高森町の物産展「高
森の日 in 御前崎」を開催します。
　毎年好評の「りんご」の予約販売
のほか、高森町が発祥の地である

「市田柿」などの農産物や加工品を
販売します。
　あたたかくておいしい「甘酒」の
無料配布もあります。是非お出か
け下さい。
日　時　12月15日㈰11時～15時
場　所　御前崎市観光物産会館　

なぶら館
照　会　長野県高森町役場
　　　　産業課　農政係
　☎ ０２６５�９４０５

経済的負担軽減に国 
の教育ローンご案内

　「国の教育ローン」は大学、短大、
専修学校、高校などへの入学・在
学者がいるご家庭を対象とした、
公的な融資制度です。
融資額　１人につき300万円以内
利　率　年2.55％（11月1日現在）
返済期間　15年以内（交通遺児家

庭または母子家庭は18年以内）
用　途　学校納付金、教科書代、

アパートの敷金、家賃など
照　会　日本政策金融公庫　教育

ローンコールセンター
☎ ０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）
または☎０３－５３２１－８６５６

チャーター便で行く 
ハワイ6日間の旅！

　今年の年末は、富士山静岡空港
を利用して、真夏のクリスマスを
楽しんでみませんか。
日　程　12月25日㈬～30日㈪

　ＦＭ周波数 
　       　88.0 MHz
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お子さんのかわいい
笑顔を

広報へ掲載しません
か。

1月に誕生日を迎え
る１歳

～３歳児で本コーナ
ーへ掲

載されたことのない
お子さ

んを募集します。

秘書政策課へ電話で
お申し

込みください。（先着
順）

受け付けは12月9日
㈪８時

15分～となります。

☎０５３７�１１６１
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小松菜と油揚げ
の煮びたし

小松菜   140㌘
油揚げ   20㌘
干しシイタケ   ２枚
ニンジン   ２個
砂糖小さじ１
しょうゆ小さじ２
だし汁　適量

❶小松菜は 3㌢に切り、ゆでて水であ
ら熱を取り、水けを切る。ニンジンは
千切り、干しシイタケは水でもどし薄
切にする。油揚げは 5㍉幅の短冊に切
り湯通しをして水けを切る。
❷小鍋に油揚げ、ニンジン、シイタケ
を入れ、具材が隠れるようにだし汁と
Aを加えて煮立て、落としぶたをして
弱火で煮る。煮汁が半分くらいになっ
たら火からおろし、味を含ませる。
❸荒熱がとれたら水けをしぼった小松
菜を❷に混ぜ、味をなじませる。

材料（４人分）

▶１人分=34kcal 塩 =0.5㌘
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※このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。
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